
JP 4887355 B2 2012.2.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の隣接脊椎に取り付けられる複数の椎弓根ネジに対して固定される基準構造部と；
　前記基準構造部に連結され、前部人工脊椎を導入する装置とを備え、
　前記基準構造部は、前記前部人工脊椎及び前記椎弓根ネジへ取り付けられる後部人工脊
椎との空間位置関係を規定することを特徴とする脊椎装置。
【請求項２】
　複数の椎弓根ネジに取り付け可能な位置決めアダプタを更に備え、
　前記位置決めアダプターは一対の連結装置を備え、
　各連結装置は、特定の脊椎に取り付けられる一対の椎弓根ネジの間隙に対応して外側へ
伸びる一対の腕を備え、
　前記腕は、一対の椎弓根ネジに対して取り付け可能であり、
　前記連結装置は、前記基準構造部と一体に成形され、
　前記装置は、前部人工脊椎を保持する椎間板移植片ホルダと：前記基準構造部において
、前記位置決めアダプタに前記椎間板移植片ホルダを固定する接続要素とを備えたことを
特徴とする請求項１に記載の脊椎装置。
【請求項３】
　前記位置決めアダプタは、椎弓根ネジが取り付けられた２つの脊椎を伸延させる伸延装
置に取り付け可能であることを特徴とする請求項２に記載の脊椎装置。
【請求項４】
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　前記椎間板移植片ホルダは、近位シャフトがそこから延びるハンドルと；ピボットによ
って前記近位シャフトに旋回可能に取り付けられた遠位シャフトとを備え、
　前記遠位シャフトは前部人工脊椎を保持するのに適した一対の固定顎を備えることを特
徴とする請求項２又は３に記載の脊椎装置。
【請求項５】
　前記接続要素は、前記椎間板移植片ホルダの一部が貫通する管状部、及び前記基準構造
部で前記位置決めアダプタへ固定可能なフランジ部を備えることを特徴とする請求項２乃
至４の何れか１項に記載の脊椎装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本出願は、３５ＵＳＣ１１９章の下で、２００５年４月１１日出願の米国特許出願連番６
０／６６９、９０２、及び、２００６年１月１０日出願の米国特許出願連番６０／７５７
、４６７に基づく優先権を主張するものであり、これらは参照することによりここに組み
込まれる。
【０００２】
本発明は人体用人工器官、特に後部人工脊椎に関連する人工脊椎椎間板、及び挿入及び人
工器官間の調和のとれた調整の方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
脊椎安定のために使用される普通の手順は、有茎ネジのような定着部材へ硬い又は弾力の
ある接続移植片を接続することにより隣接脊椎を補強している。脊柱の強固な安定性（融
合）は脊柱の隣接レベルに対する問題の移行のため不利である。一方、弾力のある移植片
により提供される動的な安定性は隣接レベルへの損傷を減少させる可能性を提供する。こ
れはそれが脊椎に沿った応力の正常分布に近い運動維持を可能にするためである。
【０００４】
普通のアプローチは患者の腹部を貫通して含まれる前部のアプローチである。とりわけこ
れは広範な血管収縮の困難性をしばしば含む複雑な手順である。後部のアプローチはこれ
らの問題をいくらか軽減できる。片側又は両側の椎間板空間の準備及び移植片挿入が問題
の椎間板空間に安定性を提供することを可能にする後部横アプローチからの椎間板空間へ
の移植片の設置が記載されている。
【０００５】
しかし、人工椎間板が有茎ネジの使用を含む後部人工脊椎を含む手順と連動した、又はそ
れに続くいずれかで挿入される場合、特にその少なくとも１つが関節を含み、脊椎及び椎
間板形態にも関係する場合、後部人口器管に関する人口椎間板の相対位置決めを考慮する
必要がある。
 
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は後部人工椎間と連動する人工脊柱椎間板、及び以下に詳細に述べるような、挿入
及び人工器官間の調和のとれた調整方法の提供をしようとする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明のいくつかの実施形態によると、複数の（限定しないが少なくとも３個の）有茎ネ
ジを後部移植片及び人工脊椎を受ける適当な候補者である患者の好ましくは隣接脊椎の所
定位置に設置する。有茎ネジの導入方法は当技術分野で周知である。一旦有茎ネジが所定
位置にあると、椎間板挿入装置を２つの脊椎に挿入される有茎ネジに接続する。有茎ネジ
への椎間板挿入装置の接続に続いて、収縮器を使用して、当業者にも周知の手段により２
つの脊椎を収縮させる。
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【０００８】
装置は人工椎間板挿入のための軌道又は経路又は参照点を規定する。この軌道又は経路又
は参照点は、移植椎間板を予備挿入ネジに関し、移植椎間板を所定位置に設置する。ネジ
は次に有形ネジに設置される脊椎及び後部移植片に関し、既知の位置にあるので、この装
置は、脊椎と後部移植片の両方に関して正確な位置に好ましくは経椎間孔（ｔｒａｎｓｆ
ｏｒａｍｉｎａｌ）アプローチ（当技術分野で周知の椎間板挿入アプローチのような）に
よる人工椎間板の設置に役立ち、これにより人的エラーを最小化する。有茎ネジの位置決
めは後部人工脊椎の位置決めを規定する。
【０００９】
本発明の実施形態による装置は有茎ネジへの取り付け、２つの脊椎の収縮及び所定軌道又
は参照点を使用する人工椎間板挿入の機能を組み合わせる。
【００１０】
本発明の実施形態により、患者の隣接する脊椎に取り付けられる複数の有茎ネジに対し空
間的に固定される参照構造の提供を含む人口脊椎の挿入、参照構造に接続される装置での
前部人工脊椎の設置、及び有茎ネジへの人工後部脊椎の設置方法を提供し、ここで参照構
造は前部及び後部人工脊椎の間の空間関係を規定する。隣接脊椎は前部人工脊椎の設置前
に収縮する。参照構造は有茎ネジに関し前部人工脊椎の挿入用経路を規定する。
【００１１】
本発明の実施形態によると、患者の隣接脊椎に取り付けられる複数有茎ネジに対し空間的
に固定される参照構造を含む脊椎装置及び前部人工脊椎の設置に適した参照構造に接続さ
れる装置も提供し、ここで参照構造は有茎ネジに取り付けられる前部人工脊椎及び後部人
工脊椎の間の空間関係を規定する。
【００１２】
脊椎装置は更に複数の（例えば少なくとも３つの）有茎ネジに取り付け可能な位置決めア
ダプタ、各種装置が一対の有茎ネジの空間に対応して外側へ伸びる一対の腕を含む一対の
接続装置を含む位置決めアダプタを含み、ここで各接続装置は参照構造で形成され、前部
人工脊椎を保持するのに適した椎間板移植片ホルダを含み、更に参照構造に対する位置決
めアダプタへ椎間板移植ホルダを固定するのに適した接続要素を含む。
【００１３】
位置決めアダプタは有茎ネジが取り付けられる２つの脊椎を収縮させるのに適した収縮装
置へ取り付けられる。
【００１４】
本発明は付属図面に関して、例によってのみここに記述される。ここで特に詳細な図面に
関して、示される詳細は例によってであり、本発明の好適実施形態の説明的論議のための
みであり、かつ最も有用であると思われるもの及び本発明の原理及び概念的態様を直ちに
理解される記述を提供するために提示されることを強調する。この点で、本発明の基礎的
理解に必要な以上に詳細に本発明の構造詳細を示す意図はなく、図面に関する記述は如何
に本発明のいくつかの形態が実際に具体化されるかを当業者に明らかにする。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、以下の記述で説明される又は
図面で表示される構造詳細及び構成要素の配置に本発明はその適用を限定しないことは理
解されるべきである。本発明は他の実施形態又は色々な方法で実施又は実行されることが
可能である。又ここで使用される専門語及び用語は記述のためであり限定と見なすべきで
ないことを理解すべきである。
【００１６】
例えばＬ４‐２４とＬ５‐２６の２つの隣接脊椎へ固定される４つの有茎ネジ２２へ取り
付けられる位置決めアダプタ１０を図示する図１に言及する。ネジ２２は、当初、当業者
に周知の脊椎の茎へ設置された。有茎ネジ２２を使用して、例えば茎へ後部人工脊椎を固
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定する。
【００１７】
ここに、位置決めアダプタ１０の適用のこの限定しない例での４つの有茎ネジを示すが、
有茎ネジのような最低３つの固定要素は位置決めアダプタ１０の実施の成功に十分である
。２つの脊椎の取り付け点は平面を規定し、２つの隣接脊椎を接続する。
【００１８】
位置決めアダプタ１０は一対の接続装置１２と１４を含む。各接続装置は有茎ネジ２２の
空間に対応し外へ伸びる一対の腕２８を備える平坦なフランジの形状である。腕２８は好
ましくはネジ２２の大部分の空間を収容するのに十分長い。又、１セットの位置決めアダ
プタ１０をネジ２２の空間範囲を広げるために備える。位置決めアダプタ１０の腕２８を
ネジ２２の頭３０へ腕を挿入することにより脊椎へ取り付ける。ネジはこれらの正しい位
置へ設置されるので、位置決めアダプタ１０は、ここで２つの脊椎の収縮である次段階の
手順のため正しい位置へ設置される。
【００１９】
各脊椎は図１に示すようにそれ自身の接続装置を有する。接続装置１２と１４は、限定し
ないが、点、ピボット又はアパーチュア、例えば孔１６のような窓などの参照構造１６で
形成される。要約すると、位置決めアダプタ１０を有茎ネジ２２へ接続するように構成し
、以下に記述するように、後部人工脊椎に対し前部人工椎間板の適切な設置と登録のため
の参照構造１６（参照位置決め点１６とも称する）を有する。
【００２０】
ネジ２２へ取り付けられる所定位置の収縮装置３２の側面図である図２へ言及する。収縮
装置は当技術分野で周知で、Ｓｙｎｔｈｅｓ　Ｓｐｉｎｅ，１３０２　Ｗｒｉｇｈｔｓ　
Ｌｉｎｅ　Ｅａｓｔ、西チェスタ、ペンシルバニア１９３８０により製造される有茎ネジ
用ヒンジ付きハンドルを備えるＤｉｓｔｒａｃｔｉｏｎ　Ｆｏｒｃｅｐｓのように市販さ
れている。収縮の目的は椎間板移植片の椎間板切除と供給を容易にするため後部椎間板空
間を一時的に露出させることである。図２は有茎ネジ２２上へ組まれた収縮装置３２を示
す。位置決めアダプタ１０は収縮装置３２の位置決め又は機能を妨げないことは注目すべ
きである。
【００２１】
椎間板切除と端板準備に続いて、位置決めアダプタ１０の次の機能を実行する。脊椎内椎
間板空間へ人工椎間板を挿入するために使用される一方、脊椎作動の動作空間で外科医に
運動の自由度を提供する椎間板移植片ホルダ４６を示す図３Ａ～３Ｂに言及する。椎間板
移植片ホルダ４６は近位シャフト５１を伸ばすハンドル５０を含む。遠位シャフト５５を
ピボット５２で近位シャフト５１へ旋回可能に取り付けられる。ピボット５２は例えば遠
位シャフト５５に対し近位シャフト５１の自由な動きを可能にするピン接続である。又ピ
ボット５２は例えば遠位シャフト５５に対し近位シャフト５１のラチェット動きを可能に
するラチェット接続である。１つ以上のピボット接続をシャフトの他の自由度を可能にす
るために備える。遠位シャフト５５は一対のクランプ顎５３を含む。顎５３は通常閉であ
るようにバネで片寄らせ、それらを離すためそれらを押すか又は絞ることにより、又はク
ランプ技術分野で周知のような開放ハンドル又はカム、プライヤ等により開にされる。顎
５３は人工椎間板又は移植片４８（前部人工器官４８とも称する）上にしっかりと固定す
る。
【００２２】
前部人工器官４８は制限なく関節付き人工器官である。適切な関節付き前部人工器官はア
ーニン（Ａｒｎｉｎ）他の米国特許出願番号１０／８９８，２２９（ＰＣＴ出願ＷＯ２０
０５／０８４５９０に対応する）に記述され、その開示は参照することによりここに組み
込まれる。ＰＣＴ出願番号ＷＯ２００５／０８４５９０は、概して凹型の関節表面で形成
される第１関節部材及び凹型関節表面と関節結合する概して凸型関節表面で形成される第
２関節部材を含み、第１及び第２関節部材は各々脊椎構造への取り付けのための概して平
坦な取り付け表面を有する、内部人工器官について記述する。
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【００２３】
次に脊椎手順作業空間の椎間板移植片ホルダ４６を図示する図３Ｂ～３Ｄに言及する。人
工脊椎椎間板又は移植片４８を椎間板移植片ホルダ４６の一端へ取り付け、ハンドル５０
を使用して移植片４８を作業空間へ設置し、誘導しそして押す。図３Ｂは、例えばこの分
野で周知のＴＬＩＦ手順を利用して脊椎間椎間板空間へ人工椎間板を挿入する第１ステッ
プを図示する。ピボット５２は外科医に移植片４８の最初の設置を容易にするため、遠位
シャフト５５に対しある角度５４の周りで近位シャフトを振る能力を提供する。ハンドル
４６はピボット５２（図３Ｂ、３Ｃ及び３Ｄ）の周りの角度５４を変化させるため外科医
により使用される。
【００２４】
次に図４に言及する。移植片４８の最初の設置後、位置決めアダプタ１０を接続要素５６
（図４）を備える椎間板移植片ホルダ４６へ接続する。接続要素５６は位置決めアダプタ
１０へ椎間板移植片ホルダ４６を固定する。例えば、限定なく接続要素５６は椎間板移植
片ホルダ４６の近位シャフトが通過する管状部及び例えば機械ファスナ（例えばピン、ネ
ジ）により基準位置決め点１６（図１）で位置決めアダプタ１０へ固定して取り付けられ
るフランジ部を含む。接続要素５６は有茎ネジ２２に対して移植片４８の最終位置決めを
規定する。参照位置決め点１６は移植片４８とネジ２２の間の理想的相対位置決めを規定
する。ネジ２２に対する移植片４８の正しい位置決めは、移植片４８とネジ２２へ取り付
けられる脊椎後部移植片の回転中心余裕を提供する。それは前部及び後部挿入物間の正し
い負荷分担を規定する。これは運動の自然な範囲への接近及び負荷分担を容易にする。
【００２５】
図５は装置の明確な描写のため上面図から見るＬ５のみでの動作の作業空間を再度図示す
る。収縮装置３２、位置決めアダプタ１０及び椎間板移植片ホルダ４６は位置決めアダプ
タ１０及び接続点５６で接続される椎間板移植片ホルダ４６と共に見える。
【００２６】
次に図６に言及する。前部人工器官４８の設置後、後部人工器官６０を有茎ネジ２２へ取
り付ける。図６は本発明の実施形態により各々が互いに対し夫々の正しい位置にある前部
人工器官４８と後部人工器官６０を備える２つの隣接脊椎を示す。要するに、本発明の実
施形態によると、人工椎間板は、もしそれが後部移植片（例えばファセット置換）と同一
回転中心の周りに関節結合されるならば、より効率的に作動するだろう。
【００２７】
適切な後部人工器官がアーニン（Ａｒｎｉｎ）他の米国特許番号７，０１１，６８５に記
述され、その開示は参照することによりここに組み込まれる。米国特許番号７，０１１，
６８５は、脊椎構造に取り付け可能な少なくとも３つの取り付け点を備える単一体を有す
る人工脊椎について記述し、この単一体は第１と第２取り付け部材間に設置される屈曲部
アセンブリを含み、ここで屈曲部アセンブリの屈曲は第２取り付け部材に対する第１取り
付け部材の動きを可能にする。
【００２８】
明確化のため別々実施形態に関して記述される本発明の色々な特徴は又、単一実施形態で
組み合わせて提供される。反対に簡潔にするため単一実施形態に関して記述される本発明
の色々な特徴は又別々に又は適切な副結合で提供される。
 
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】定位置に有茎ネジを有する２つの脊椎及び有茎ネジに固定される位置決めアダプ
タの等尺図である。
【図２】位置決めアダプタ及び２つの収縮装置の等尺図である。
【図３Ａ】椎間板移植片ホルダの等尺図及び上面図である。
【図３Ｂ】椎間板移植片ホルダの等尺図及び上面図である。
【図３Ｃ】椎間板移植片ホルダの等尺図及び上面図である。
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【図３Ｄ】椎間板移植片ホルダの等尺図及び上面図である。
【図４】位置決めアダプタに接続される椎間板移植片ホルダを備える脊椎の上面図である
。
【図５】位置決めアダプタに接続される椎間板移植片ホルダ及び定位置の収縮装置を備え
る脊椎の上面図である。
【図６】定位置の前部人工椎間板及び後部人工器官を備える２つの脊椎の側面図である。

【図１】 【図２】



(7) JP 4887355 B2 2012.2.29

【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図３Ｃ】 【図３Ｄ】
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【図４】 【図５】

【図６】
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